
医療法等改正法案の全体像

○ 今後、高齢化の進展により、医療・介護サービスの需要
は大きく増大することが見込まれる。これに対応するため
には、医療サービスをより効果的・効率的に提供していく必
要がある。

こうした中、医療サービスの機能の面では、以下の課題
が存在。
・病院・病床の機能・役割分担が不明確

・急性期治療を経過した患者を受け入れる入院機能が不
足

・多くの国民が自宅などでの療養を希望していることを踏
まえた、在宅医療の確保・充実が必要

また、人材確保の面では、以下の課題が存在。
・医師が地域間・診療科間で偏在

・医療技術・機器の高度化、インフォームドコンセントの実
践、医療安全の確保等に伴って、医療スタッフの業務増
大

・長時間労働や当直、夜勤・交代制勤務など、厳しい勤務
環境

○ 医療事故の原因究明・再発防止のため、全ての医療機
関に医療事故を調査する仕組みを確立していくことが課題。

○ 次世代のより良質な医療の提供を図っていくため、臨床
研究の基盤を整備し、基礎研究の成果を実用化に結びつ
けていくことが課題。

医療サービス提供体制の現状と課題

１ 病床の機能分化・連携の推進

２ 在宅医療の推進

３ 特定機能病院の承認の更新制の導入

医療法等改正法案による対応の方向性

病院・病床機能の分化・連携

４ 医師確保対策（地域医療支援センター（仮称）の設置）

５ 看護職員確保対策（看護師復職支援のための届出制度）

６ 医療機関における勤務環境の改善

７ チーム医療の推進（特定行為に係る看護師の研修制度等）

人材確保・チーム医療の推進

８ 医療事故に係る調査の仕組み等の整備

医療事故の原因究明・再発防止

１０ 外国医師等の臨床修練制度の見直し

１１ 歯科技工士国家試験の見直し

１２ 持分なし医療法人への移行の促進

その他

９ 臨床研究の推進（臨床研究中核病院（仮称）の位置づけ）

臨床研究の推進
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